
北海道在住

受賞歴
2020 KAJIMA彫刻コンクール 金賞
2020 ものづくり文化展 最優秀賞
2018 Sapporo JR tower ART BOX Competition グランプリ
2017 27th UBE Biennale 現代日本彫刻展 実物制作作品指定
1994 PARCO アーバナート＃３ パルコ賞＆伊藤隆道賞

作品展
2023 札幌美術展「昨日の名残 明日の気配」 札幌芸術の森
2022 Muroran Art Project 2022ー鉄と光の芸術祭ー 室蘭市
2022 個展「RUSTY MACHINES～錆びついた機械たち」 ギャラリー創（札幌市）
2022 個展「THE VOICES OF MACHINES-機械たちの声」 網走市立美術館
2018～2024 さっぽろ雪像彫刻展 本郷新記念札幌彫刻美術館

実物サイズ H318×W247×D235cm
実物重量 710kg
実物素材 鉄、ステンレス、GFRP

Void Gear /虚構の歯車
熊谷文秀 / KUMAGAI Fumihide

作家略歴

2026年
4月 構造概略検討
5月～8月 詳細設計

FRP積層用型枠製作、歯車刃先製作（FRP）
9月～12月 歯車刃先製作（FRP)、歯車スチロール型製作+FRP積層

2027年
1月～3月 歯車組立、歯車支持レールA+B製作

支柱A+B：構造（金物）製作
4月～8月 支柱A+B：FRP成型

錆塗装、組立（仮組）、動作確認
9月 搬入

制作スケジュール

この交差している3つの歯車は一見噛み合って動いているよ

うでいて実は噛み合う事無く独立して回転しています。歯車
とは本来しっかりと噛み合い、力を伝えるためのものです。
にもかかわらず、この歯車たちは決して触れず、何も受け渡
していないのです。

歯車という最も明快に「伝達」を象徴する形でありながら、
触れない歯先、すれ違う回転、それでも成立しているひとつ
の光景。そこに現れるのは、関係の不確かさや危うさであり、
同時に、それでもなお確実に存在し調和する「見えない関係
の形」です。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

工房クマガイ／北海道

制作場所

2026年9月25日版



2026年4月 作品設置イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

～6月 詳細の設計を進めています

［立体図正面］ ［側面図］ ［平面図］



2026年4月 作品設置イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

～6月 詳細の設計を進めています

［構造図］ ［設置方法参考図］



「VOID GEAR」模型作品の組み立て前の様子 塗装前の状態です。模型はほぼプラスチック(ABS-Like）でできています。

模型は小さいので簡単

に作れてしまいますが、

ただ単純に「拡大して

作れば良い」という訳

はいきません。

実物作品はとても大き

くて重く、素材も変わ

りますし、耐久性など

も考慮して作らないと

いけないのでなかなか

手強いのです。

締切は来年の９月です

が、今からとても焦っ

ております。



作品の素材について

私の今回の作品は一見「鉄」で出来ているような佇まいですが、
素材は鉄では無く、GFRP（ガラス繊維強化プラスチック）と呼ば
れる複合素材です。

これはガラス繊維のシートにプラスチックを染み込ませて作るも
ので、金属に匹敵する強度があって、かつ軽量な素材です。
プラスチックなので屋外に放置しても錆びることはありません。

・ガラスマット
一般的にFRPに用いられるガラス繊維です。

・今回の作品に使うガラス繊維達
ガラスマットだけでは作品の剛性が出ないので、

より丈夫な「ロービングクロス」という繊維を
今回は多用します。

このようにガラス繊維に液状のプラスチック樹脂を染み込ませます。

※写真は、今回の作品ではありません



作業の様子 ※写真は、今回の作品ではありません

ローラーでコロコロしながら、ガラス繊維に染み込ませた樹脂を広げると同時に、隙間に入った気泡などを抜いていきます。

ローラーには形が幾つかあって、用途によって使い分け
ます。後ろに映っている紫色の液体が今回使用する樹脂
（ビニルエステル）です。



サビ塗装 ※写真は、今回の作品ではありません

・塗装前
ボール紙（白い部分）、木材（茶色い部分）、塩ビ管（灰色部分）など

・サビ塗装後



※今回の作品ではありませんサビ塗装

・塗装前

・サビ塗装後


